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今月のひとコマ

鬼は外�　福は内�
２月３日は節分です。これに合わせて、大川保育園や
もりやまこども園でも豆まきを行います。園児たちは
手作りのお面をかぶり、心の中の泣き虫鬼やいじわる
鬼、おこりんぼ鬼を退治して、春を迎えます。



お問い合わせ　町税務課（☎852・5144）

私
は
「
税
金
」
に
つ
い
て
よ
く
知
り
ま

せ
ん
。
１
０
０
円
の
物
が
１
０
８
円
に
な

る
と
い
う
こ
と
し
か
知
ら
な
い
し
、
特
に
知

る
必
要
も
な
い
か
ら
知
ら
な
く
て
も
い
い
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
際
、
税
金
と
は

何
な
の
か
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

「
税
金
」
と
、辞
典
で
調
べ
て
み
る
と
「
国

や
市
町
村
に
、
そ
の
運
営
の
た
め
の
経
費

と
し
て
、
国
民
や
住
民
が
納
め
る
お
金
」

と
、
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
浮
か
ん
だ
疑
問
は
、「
な
ぜ
国
民

や
住
民
が
経
費
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
」、「
ど
こ
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」、

「
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
」、
と

い
う
３
点
で
す
。
例
え
ば
、
道
路
や
下
水

道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
や
病
院
、
警
察
、
消

防
な
ど
の
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
設
備

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
莫
大
な
費

用
が
か
か
り
、
個
人
や
企
業
で
は
対
応
し

き
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
政
府
に

や
っ
て
も
ら
う
か
わ
り
と
し
て
、
必
要
な

お
金
、
つ
ま
り
「
税
金
」
を
国
民
全
員
で

負
担
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
税

金
を
納
め
る
と
い
う
こ
と
は
義
務
で
あ
り
、

社
会
で
生
き
る
上
で
の
会
費
、
サ
ー
ビ
ス

の
対
価
で
す
。

税
金
の
払
い
方
と
し
て
は
、
２
種
類
あ

り
ま
す
。
一つ
は
直
接
税
と
い
っ
て
、
国
や

地
方
公
共
団
体
に
直
接
的
に
税
金
を
払
う

と
い
う
払
い
方
で
す
。
も
う
一つ
は
、
間
接

税
と
い
っ
て
私
た
ち
も
よ
く
経
験
し
て
い

る
、
小
売
店
な
ど
で
買
い
物
す
る
と
い
う
こ

と
が
税
金
の
払
い
方
で
す
。
私
た
ち
子
供

に
と
っ
て
は
間
接
税
が
と
て
も
身
近
で
す
。

日
本
の
税
制
は
２
種
類
あ
り
ま
し
た
。一

つ
は
「
所
得
税
」
と
い
っ
て
、
個
人
の
所

得
に
対
し
一
定
の
割
合
で
課
せ
ら
れ
る
直
接

税
の
こ
と
、も
う一つ
は
「
消
費
税
」
と
いっ

て
全
て
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
取

り
引
き
の
段
階
で
課
税
さ
れ
る
間
接
税
の

こ
と
で
す
。
所
得
税
は
働
い
て
た
く
さ
ん

稼
ぐ
程
、
税
金
が
重
く
な
り
、
消
費
税
は

同
じ
物
を
買
う
場
合
は
税
を
等
し
く
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
消
費
税
の
方
が

国
民
に
と
っ
て
公
平
で
す
。

子
供
に
と
っ
て
は
間
接
税
が
身
近
で
す

が
日
本
の
税
制
は
直
接
税
中
心
の
構
成
で

し
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

若
い
世
代
の
割
合
が
減
り
、「
所
得
税
」
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
１
９
８
９
年
に
「
消
費
税
」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
が
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
税
制
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り

負
担
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
は
昔
よ
り
は
便

利
に
な
っ
た
の
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
税
金
が
も
し
軽
く
な
り
す
ぎ
た

ら
…
…
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
税
金
を
安
く

す
る
法
律
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
警
察

の
給
料
が
払
え
な
く
な
り
全
員
解
雇
、
病

院
閉
鎖
な
ど
の
問
題
が
起
き
た
そ
う
で
す
。

「
税
金
が
大
切
」
な
ど
、
今
ま
で一
度
も

考
え
た
こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
「
税
金
は

高
い
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
税
金
は

必
要
だ
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
日
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
し
て
い
る
勉

強
で
す
が
、
こ
れ
も
税
金
を
使
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
他
に
も
様
々
な
面
で

支
え
ら
れ
て
い
る
私
た
ち
は
税
金
を
払
っ

て
く
れ
て
い
る
方
々
に
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
立
場
な
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
月
号
で
は
、
五
城
目
町
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受

賞
し
た
八
栁
愛
里
さ
ん
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

五
城
目
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
受
賞
作
品

税
金
に
つ
い
て
知
ろ
う

五
城
目
第
一
中
学
校
３
年
Ｂ
組　

八
栁
　
愛
里

◆�相談時間　午前９時〜正午、午後１時〜午後３時（受付時間は午前８時30分〜午後３時）
※�指定日に都合の悪い方は、その他の日程でも申告相談ができます。
※例年、予備日は大変混雑します。早めの申告相談をお願いします。

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程
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日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会
場

五　城　目
２
／
７
水

広
ケ
野
、
希
望
ケ
丘
、
今
町

御
蔵
町
、
小
池
町
、
川
原
町

新
町
、
一
番
町

役場４階
「大会議室」

８
木

田
町
、古
川
町
、長
町

９
金

紀
久
栄
町
、新
畑
町
、矢
場
崎

な
な
く
ら　

13
火

米
沢
町
、畑
町
、仲
町

馬　場　目

14
水

帝
釈
寺
、町
村
、門
前
、蓬
内
台

ふれあい
センター

15
木

寺
庭
、小
野
台
、中
村

平
ノ
下
、水
沢

16
金

恋
地
、坊
井
地
、杉
沢
、合
地

富　津　内

20
火

下
山
内
、上
山
内

富津内地区
公　民　館

21
水

富
田
、黒
土（
１
・
２
区
）

22
木

八
田
、台
・
御
蔵
下
、脇
乙

23
金

落
合
、高
千
、北
北
口
、小
倉

五　城　目

26
月

築
地
町
、昭
辰
町
、雀
舘

役場４階
「大会議室」

27
火

舘
町
、中
川
原
、下
高
崎
、久
保

28
水

中
高
崎
、上
高
崎
、舘
越

３
／
１
木

上
樋
口（
上
・
下
）、樋
口

上
田
町
、新
里
町

２
金

岩
城
町
、東
磯
ノ
目
、西
磯
ノ
目

森　山

５
月

岡
本
１
区
、野
田

森山地区
公 民 館

６
火

岡
本
２
区
、浦
横
町

内　川

７
水

湯
ノ
又（
１
～
４
区
）、小
川
口

生きがい
センター

８
木

浅
見
内（
１
～
６
区
）

大　川

９
金

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

12
月

大
川
２
・
３
区

13
火

石
崎
、谷
地
中
、曙
町

14
水

下
樋
口
、西
野

予備日

15
木

予
備
日
と
し
ま
す
。

役場４階
「大会議室」

平
成
29
年
分
所
得
税
と
平
成
30

年
度
町
県
民
税
の
申
告
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
町
内
ご
と
の
申
告

相
談
日
程
や
会
場
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
本

町
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る

方
。

▼�

不
動
産
・
営
業
・
農
業
・
一
時
・

雑
所
得
・
譲
渡
所
得
等
が
あ
り
、

所
得
税
に
係
る
確
定
申
告
を
提
出

し
て
し
な
い
方

▼�

給
与
所
得
者
で
、
２
ヶ
所
以
上
か

ら
給
与
を
得
て
い
る
方

▼�

事
業
所
か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書

が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

▼�

平
成
29
年
中
に
中
途
就
ま
た
は
退

職
し
、
所
得
税
の
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
方

▼�
各
種
控
除
を
受
け
る
方
（
年
末
調

整
済
み
の
方
を
含
む
）

▼�

生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
収
入
や

死
亡
保
険
金
等
の
収
入
が
あ
っ
た

方
※�

平
成
29
年
１
月
〜
12
月
の
間
に

収
入
が
な
か
っ
た
方
も
、
町
で
は

収
入
の
有
無
を
把
握
で
き
な
い
た

め
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

❶�

個
人
番
号
が
分
か
る
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー

ド
）
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）

※�

本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
は
不
要

で
す
。

❷�

印
鑑

❸�

還
付
金
の
振
込
先
情
報
が
分
か
る

も
の

❹�

所
得
計
算
に
必
要
な
書
類

　
・�

給
与
、
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

や
給
与
支
払
証
明
書

※�

営
業
、
農
業
な
ど
に
よ
る
所
得
が

あ
る
方
は
、
収
入
や
経
費
が
分
か

る
帳
簿
類
や
、
営
業
所
得
計
算

書
、
平
成
29
年
分
農
業
所
得
に
係

る
取
引
明
細
書
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

❺�

各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

　
・�

各
種
保
険
の
保
険
料
控
除
支
払

証
明
書
（
社
会
保
険
、
生
命
保

険
、
地
震
保
険
等
）

　
・�

寄
附
金
の
採
納
証
明
書
ま
た
は

領
収
書
、
受
領
書
な
ど

　
・�

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
受

け
る
方
は
配
偶
者
や
被
扶
養
者

の
収
入
金
額
が
分
か
る
書
類

　
・�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障

害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書

　
・�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は
住
宅
に
係
る
登
記
事

項
証
明
書
、
契
約
書
、
借
入
金

残
高
証
明
書
、
住
ま
い
給
付
金

等
の
補
助
金
関
係
書
類

※�
土
地
や
建
物
の
売
却
や
株
式
等
の

譲
渡
所
得
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て

は
税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護

保
険
料
の
納
付
確
認
書
は
健
康
福

祉
課
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

確
認
書
は
税
務
課
で
発
行
し
ま

す
。

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

今
回
の
申
告
か
ら
、
医
療
費
控
除

の
申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
31
年
分
ま
で
の
確
定

申
告
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
領
収

書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
適
用

も
可
能
で
す
。

▼�

領
収
書
の
提
示
の
代
わ
り
に
医
療

費
控
除
（
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
明
細
書
の

添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼�

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

は
、
予
防
接
種
や
健
診
な
ど
を
受

け
、
健
康
の
維
持
管
理
と
疾
病
の

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
が
特

定
の
医
薬
品
を
購
入
し
た
際
に
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

の
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て

平
成
29
年
分
か
ら
、
申
告
書
に
代

え
て
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
の

ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
に
必
要
な

情
報
が
記
載
さ
れ
て
ま
す
の
で
、
申

告
相
談
の
際
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。



■　健　　診　■
15日㈭　２歳児歯科健康診査
　対象　　平成27年６月〜８月生まれ
　受付　　12時40分〜13時10分	 　場所　　役場１階保健室
22日㈭　３歳児健康診査
　対象　　平成26年７月〜８月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室
26日㈪　乳児健康診査（４・７・10か月）
　対象　　平成28年４月、７月、10月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室
３月１日㈭　１歳６か月児健康診査
　対象　　平成28年６月〜８月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室

■　そ の 他　■
13日・27日　母子健康手帳の交付（第２・第４火曜日）
　受付　　９時〜15時	 　場所　　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望される方は、事前にご連絡ください

町健康福祉課　☎８５２・５１８０お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）、秋田中央保健所（☎855・5170）

平成29年9月に実施した婦人病（子宮頸がん、乳がん）
集団検診を受診されなかった方向けに、各医療機関で個
別検診を実施しています。期間は２月28日㈬までです。

▲

対象となる方
　・子宮頸がん検診 …… 20歳以上の方
　・乳がん検診 ………… 40歳以上の方
　※�今年度の無料クーポン券対象の方には、昨年５月に

クーポン券を送付しています。

▲

受診の際は
　・�下記の実施医療機関に直接予約し、受診してください。
　・健康保険証を忘れずに持参してください。
　・受診料は各1000円です。
※�各医療機関で受診できる日が異なります。詳細は直接

お問い合わせください。
※�無料クーポン券対象の方は、券を持参で無料となります。

【実施医療機関一覧】
◦乳がん・子宮がん検診
　秋田厚生医療センター	 ☎880・3013
　能代厚生医療センター	 ☎0185・52・3111
　秋田赤十字病院	 ☎829・5220

◦乳がん検診のみ	
　藤 原 記 念 病 院	 ☎878・3131
　せ き ク リ ニ ッ ク	 ☎872・4088
　あきた駅前内科外科クリニック	 ☎837・6500
　はしづめクリニック	 ☎883・3388
◦子宮がん検診のみ
　中 通 総 合 病 院	 ☎833・1122
　川 原 医 院	 ☎833・4868
　設楽産婦人科内科クリニック	 ☎816・0311
　清水産婦人科クリニック	 ☎893・5655
　御野場たなかレディースクリニック	 ☎874・8100
　みゆきレディースクリニック	 ☎884・7088
　山王レディースクリニック	 ☎862・2110
　並 木 ク リ ニ ッ ク	 ☎846・1231
　はりう産婦人科・内科クリニック	 ☎832・6663
　藤盛レディーズクリニック	 ☎884・3939
　土崎レディースクリニック	 ☎880・1565
　あきたレディースクリニック安田	 ☎857・4055
　かおりレディスクリニック	 ☎866・8352
　市 立 秋 田 総 合 病 院	 ☎823・4171
　たかはしレディースクリニック	 ☎0185・55・0033
　関口レディースクリニック	 ☎0185・53・5121
　成 田 産 婦 人 科 医 院	 ☎0185・52・3317

県では、がん治療に伴うウィッグ（かつら）または乳
房補正具などを使用している方に、医療用補正具の購入
費用の一部を助成しています。

▲

対象となる方
　以下のすべてに該当する方が対象です。
　・秋田県内に住所がある方
　・�がん治療に伴い脱毛または乳房を切除し、補正具を

活用している方
　・平成29年４月１日以降に補正具を購入した方

▲

助成内容
　・�助成対象となる補正具は、ウィッグと乳房補正具と

し、１人当たりそれぞれ１個に限ります。
　・�助成限度額はウィッグ１万５千円、乳房補正具１万

円です。

▲

申請に必要な書類
　・秋田県がん患者医療用補正具助成事業申請書
　・�住民票（発行から１か月以内で、個人番号の記載が

ないもの）
　・�がん治療を行ったことが分かる書類（診断書や治療

方針計画書など）
　・購入した補正具の領収書
　※�申請書は、秋田中央保健所にあります。県ホーム

ページからもダウンロードできます。
　※�領収書は、ウィッグの場合「全頭用」の記載がある

もの、乳房補正具の場合「補正パッド」または「人
工乳房」の記載があるものを用意してください。

▲

申請期限　３月30日㈮

▲

申 請 先　秋田中央保健所
　　　　　　（潟上市昭和乱橋字古開172－１）
※必要書類をお持ちになり、直接お越しください。
※�申請の受け付けは、平日の午前８時30分～午後５時

15分です。
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□□　□□くん
（広ヶ野）

□□　□□くん
（今　町）

　『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要で
す。
　この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、
家族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持
について基本を身につけましょう。

こ
ど
も
の
木
は
、
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
し
て
増
築
さ
れ
、
子
育

て
に
関
す
る
相
談
や
子
育
て
親
子

の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
親
子
で
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
心

休
ま
る
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？

▼
こ
ど
も
の
木
で
で
き
る
こ
と

❶
遊
び
や
交
流

施
設
に
は
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、

遊
具
が
あ
り
、
親
子
で
一
緒
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
飲
食
、
お

む
つ
交
換
、
授
乳
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

❷
子
育
て
に
関
す
る
相
談

支
援
員
や
も
り
や
ま
こ
ど
も
園

の
看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
が
子
育

て
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❸
親
子
で
体
験

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
研
修
、

読
み
聞
か
せ
会
な
ど
を
開
催
。

▼
利
用
で
き
る
方

子
育
て
を
し
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
（
町
外
に
住
ん
で

い
る
方
も
）
利
用
で
き
、
祖
父
母

の
方
な
ど
の
利
用
も
可
能
で
す
。

利
用
は
無
料
で
す
。

※�

利
用
時
は
保
護
者
同
伴
で
、
子

ど
も
の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
利
用
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日（

祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

支
援
事
業「
わ
ん
パ
ー
ク
」を

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

▼
２
月
１
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
〜

　

鬼
の
お
面
づ
く
り

▼
２
月
20
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
〜

　

�

新
年
度
・
育
児
相
談
。
入
園
に

あ
た
る
準
備
品
の
相
談
な
ど
に

も
応
じ
ま
す
。

▼
２
月
23
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜

　

ひ
な
人
形
を
作
り
ま
し
ょ
う

▼
３
月
１
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
〜

　

ひ
な
ま
つ
り
会

お
問
い
合
わ
せ　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
内

　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
の
木
（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
） 20日㈫には、新年度や育児に

関する相談を行います。



先
月
、
ひ
孫
が
生
ま

れ
た
ば
か
り
だ
と
い
う

□
□
さ
ん
。
誕
生
日
が

□
□
さ
ん
と
一
緒
の
日

だ
そ
う
で
す
。

若
い
こ
ろ
は
農
業
に

励
み
、
作
業
の
合
間
に

は
愛
犬
と
一
緒
に
よ
く
散
歩
を
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

よ
く
体
を
動
か
し
て
い
た
の
が
長
寿
の
秘ひ

け

つ訣

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

孫
は
８
人
、
ひ
孫
は

６
人
に
恵
ま
れ
た
□
□

さ
ん
。
ひ
孫
が
遊
び
に

来
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

詩
吟
が
得
意
で
、
10

年
く
ら
い
前
ま
で
は
歌

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
は
読
書
が
趣
味
と

の
こ
と
で
し
た
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
家
族
の
お
か
げ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ひ孫と一緒の誕生日

□□□□さん
（広青苑）

特技は詩吟

□□□□さん
（石　崎）

　

□□□□□□さん
（恋　地）

笑うことが秘訣

□□□□さん
（米沢町）

バイアスロンに出場

□□□□さん
（矢場崎）

若
い
こ
ろ
は
林
業
に

従
事
し
、
仕
事
一
筋

だ
っ
た
と
い
う
□
□
□

さ
ん
。
今
は
施
設
で
皆

さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
施
設
を
訪
れ

る
小
学
生
の
歌
や
踊
り

を
見
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

新
聞
を
読
む
こ
と
を
日
課
と
し
、
規
則
正
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
と
の
こ
と

で
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
、
ミ

シ
ン
を
扱
う
こ
と
や
縫

い
物
が
得
意
だ
っ
た
と

い
う
□
□
さ
ん
。
今
で

も
、
き
ん
着
袋
な
ど
を

作
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ

べ
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
、「
み
ん
な

と
話
し
て
笑
う
こ
と
」
が
長
寿
の
秘
訣
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

庭
木
の
せ
ん
定
が
趣

味
だ
と
い
う
□
□
さ

ん
。今
も
、庭
の
プ
ル
ー

ン
や
イ
チ
ヂ
ク
の
木
の

手
入
れ
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

ス
キ
ー
や
猟
銃
の
経

験
を
生
か
し
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
大
会
に
出
場

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
と
の
こ
と

で
し
た
。

♦100歳を迎えられた方（１月20日現在）
1月10日　□□□□□さん（下　樋　口）

♦90歳を迎えられた方（12月20日現在）
１月 1日　□□　□□さん（広　ケ　野）

１月 2日　□□　□□さん（広　青　苑）

１月 3日　□□　□□さん（大川３区）
１月 4日　□□　□□さん（石　　崎）
１月10日　□□　□□さん（石　　崎）
１月12日　□□　□□さん（矢　場　崎）

１月12日　□□　□□さん（広　青　苑）

１月16日　□□　□□さん（米　沢　町）

１月16日　□□□□□□さん（恋　　地）
１月17日　□□　□□さん（築　地　町）

１
月
10
日
、
□
□
□
□
□
さ
ん
が
満
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

□
□
□
さ
ん
は
、
７
人
兄
妹
の
４
番
目
と

し
て
旧
上
井
河
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
19

歳
の
時
に
夫
の
□
□
□
さ
ん
（
故
人
）
と

結
婚
し
、
子
ど
も
は
６
人
、
孫
は
12
人
、

ひ
孫
は
14
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
、
農
業
に
一
生
懸
命
取
り

組
み
、
趣
味
の
山
菜
採
り
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
今

は
、
テ
レ
ビ
で
相
撲
や
野
球
の
中
継
を
よ

く
観
て
い
る
そ
う
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、「
好
き
嫌
い
な
く
何
で

も
よ
く
食
べ
る
こ
と
や
、
家
族
の
支
え
の

お
か
げ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

65歳以上の男性の方を対象に「いきいき男塾」を開催します。
いきいき男塾での活動を通じて日頃の元気づくりをサポートします。
※�はつらつポイント対象事業です。▲

開催日時　２月１日、15日、22日、３月１日、15日の各木曜日
　　　　　　午後１時30分〜午後３時▲

会　　場　馬場目地区公民館▲

講　　師　健康運動指導士　児玉　美幸さん▲

内　　容　�足腰の筋力アップ体操、物忘れ防止のための脳トレ
（運転免許更新の支援）など▲

持 ち 物　�上履き、飲み物、タオル
※�事前の申し込みは不要です。参加を希望する方は、当日会場へ
運動しやすい服装でお越しください。

65歳以上の方が、はつらつポイント対象事
業へ参加すると、はつらつポイントが加算され、
累計ポイントに応じてお買い物券などと交換が
できます。▲

対象事業
　❶�町内で行う介護予防支援のためのボラン
ティア活動（介護予防自主グループなど）

　❷�町で実施している介護予防教室等（運営補
助も含む）

※�はつらつポイントの活用申請は町地域包括支
援センター、介護予防教室等で行えます。
「介護予防手帳」を持参してください。
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お問い合わせ　町地域包括支援センター（☎855・1070）

家族の支えで長寿

□□□□□さん
（下樋口・大正７年生まれ）
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事故や犯罪のない１年となるよう
決意を新たにしました

１
月
９
日
、
役
場
で
町
交
通
指
導

隊
・
防
犯
指
導
隊
合
同
の
初
出
式
を

行
い
ま
し
た
。
防
犯
指
導
隊
の
初
出

式
は
今
年
が
初
と
な
り
ま
す
。

式
で
は
、
交
通
指
導
隊
隊
長
の
金

子
愛
子
さ
ん
（
西
野
）
と
、
防
犯
指

導
隊
隊
長
の
畠
山
弘
志
さ
ん
（
上
山

内
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
決
意
の
言
葉
が

あ
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
事
故
や

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。冬

期
間
の
運
転
は
、
路
面
凍
結
や

視
界
不
良
に
気
を
つ
け
、
外
出
の
際

は
自
宅
の
戸
締
ま
り
や
車
の
施
錠
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

最後は５歳児が「白雪姫」の劇を披露

12
月
21
日
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園

で
お
ゆ
う
ぎ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
ゆ
う
ぎ
会
で
は
、
３
歳
児
か
ら

５
歳
児
が
「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ

う
」「
さ
ん
ぽ
」「
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ル
ド

レ
ン
」
な
ど
の
歌
や
、
お
ゆ
う
ぎ
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。

幕
間
に
は
、
１
歳
児
の
「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
サ
ン
サ
ン
た
い
そ
う
」
２

歳
児
の
「
て
ぶ
く
ろ
」「
だ
る
ま
さ

ん
が
＊
だ
る
ま
さ
ん
と
」
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

千代田区のお友だちと
囲碁を学びました

１
月
６
日
か
ら
３
日
間
、「
五
城

目
町
・
千
代
田
区
児
童
双
方
向
交
流

事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
年
目

と
な
る
今
回
の
交
流
は
、
両
自
治
体

の
小
学
生
30
人
、
交
流
支
援
員
ら
16

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

千
代
田
区
の
ご
家
庭
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
日
本
棋
院
で
の
囲
碁
体

験
、
路
面
電
車
に
よ
る
都
内
探
索
な

ど
を
行
い
、
飛
鳥
山
公
園
「
紙
の
博

物
館
」
で
は
、
ハ
ガ
キ
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
新
し
い
友

だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
た
」「
千
代

田
区
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
７
２
）

１
月
21
日
、
五
城
目
小
学
校
の

新
校
舎
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
意
見
を
交

わ
す
「
ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク
」
を
朝

市
ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
し
ま
し

た
。今

回
の
ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク
で

は
、
教
育
環
境
研
究
所
所
長
の
長

澤
悟
さ
ん
か
ら
「
未
来
の
学
び
舎

づ
く
り
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
ラ
ス

ト
ビ
ー
ト
理
事
の
松
浦
貴
昌
さ
ん

か
ら
「
学
習
指
導
要
領
と
未
来
の

学
校
の
あ
り
方
」
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

講
演
の
後
、
参
加
者
ら
は
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
学
校

の
構
造
」
や
「
教
育
内
容
」、「
食

育
と
運
動
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

学
校
づ
く
り
に
意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク
は
、
あ
と
２

回
、
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
し

ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
託
児
室
も
準

備
し
て
い
ま
す
。
未
来
の
五
城
目

小
学
校
づ
く
り
に
み
ん
な
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

▼
今
後
の
ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク

▼
２
月
18
日
㈰

・
午
前
10
時
～
正
午　

講
演
会

　

「
地
域
と
共
に
つ
く
る
学
校
」

　
　

講
師　

工
藤　

和
美
さ
ん

　
　

（
シ
―
ラ
カ
ン
ス
Ｋ
＆
Ｈ

代
表
取
締
役
）

・
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
３
月
18
日
㈰

・
午
後
１
時
～
午
後
３
時　

報
告
会

※�

い
ず
れ
か
の
日
程
の
み
の
参

加
、
講
演
会
の
み
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
み
の
参
加
も
可
能

で
す
。

未
来
の
学
び
舎
づ
く
り

学
校
は
土
地
の
上
に
建
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け

る
子
ど
も
観
、
子
ど
も
を
ど
の
よ

う
に
育
て
た
い
の
か
と
い
う
教
育

観
、
そ
の
受

け
皿
と
し
て

の
学
校
観
の

３
つ
の
「
観
」

の
上
に
建
っ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク
で
は
、
時
代

に
応
じ
た
新
し
い
学
校
観
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
そ
れ
を
み
ん
な
で

共
有
す
る
過
程
が
重
要
で
す
。

学
校
を
作
る
際
に
は
、
人
を
育

て
る
喜
び
、
人
と
人
と
の
関
わ
り

を
創
り
出
し
て
い
く
喜
び
、
地
域

と
の
ま
と
ま
り
を
深
め
て
い
く
喜

び
、
伝
統
を
ま
と
め
て
い
く
喜
び
、

人
の
心
を
形
に
す
る
喜
び
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
喜
び
が
伴
い
ま
す
。

み
ん
な
で
工
夫
し
な
が
ら
学
校

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
学
校
完

成
後
に
喜
び
と
な
っ
て
、
町
民
み

ん
な
に
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

今
の
時
代
、
建
物
の
耐
用
年
数

は
80
年
か
ら
１
０
０
年
を
目
指
し

ま
す
。
今
こ
う
し
て
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
こ
と
に
巡
り
合
え
て
い
る

の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
機
会
は
も
う
１
０
０
年
く
ら

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
町
民

み
ん
な
で
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

学
校
改
築
に
向
け
て
進
ん
で
い
け

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

３
つ
の
「
ら
」
が
重
要

学
校
づ
く
り
の
議
論
を
ど
う
進

め
る
か
と
い
う
と
き
、「
た
か
ら
」、

「
あ
ら
」、「
み
ら
い
」の
三
つ
の「
ら
」

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

「
た
か
ら
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
学

校
や
、
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
作

り
上
げ
て
き
た
大
事
に
し
た
い
物

や
事
で
す
。「
あ
ら
」
は
、
問
題
点
。

こ
の
機
会
に
改
善
し
た
い
部
分
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。「
み
ら
い
」
は
、

地
域
の
課
題
を
含
ん
だ
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
や
学
校
の
あ
り
方
な
ど

で
す
。

私
た
ち
は
、
少
な
く
と
も
義
務

教
育
の
９
年
間
、
学
校
に
通
っ
た

の
で
、そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、「
た

か
ら
」
や
「
あ
ら
」
と
い
っ
た
部

分
は
多
く
を
語
れ
る
は
ず
で
す
。

話
し
合
い
で
は
、
経
験
談
に
交
え
、

こ
の
先
に
向
け
た
課
題
を
既
成
概

念
や
固
定
観
念
に
捉
わ
れ
ず
に
議

論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る

で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た
未
来
の
教
育
空
間
を
創

造
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
核
づ
く
り

学
校
づ
く
り
は
「
地
域
の
核
と

な
る
学
校
づ
く
り
」
が
大
き
な
テ
ー

マ
で
す
。

地
域
の
核

と
な
る
具
体

的
な
学
校
の

姿
と
は
、
例

と
し
て
、
世
代
間
の
交
流
の
拠
点
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
、
防
災
の
拠

点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
核
と
な
る
学

校
の
姿
に
は
、
模
範
解
答
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
ご
と
に
存
在
す
る

課
題
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
で
き

た
後
の
学
校
を
ど
の
よ
う
に
機
能

さ
せ
る
か
、
町
民
が
議
論
を
重
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
創
り
出
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
と
は
、
授
業
を
行
う
た
め

だ
け
の
教
育
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
を
含
め
た
と
て
も
大
き

な
存
在
な
の
で
す
。

講演を行った教育環境研究所
所長の長澤悟さん

住民や五城目小児童の保護者30人が参加し、
意見を交わした１回目のスクールトーク

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

に
対
応
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン「
マ
チ
イ
ロ
」

で
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

「
マ
チ
イ
ロ
」
は
発
行
日
に
お
知
ら
せ
が
届

き
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
広
報
紙
を
ご
覧
に
な

れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

利
用
す
る
に
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
マ
チ
イ
ロ
」

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

主
な
機
能

・�

広
報
発
行
日
に
、
最
新
号
を
自
動
で
端
末
へ
お
届
け

し
ま
す
。

・�

広
報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
状
態
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

「
Ａ
ｐ
ｐ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
」
も
し
く
は
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ

ｌ
ａ
ｙ
」
内
で
「
マ
チ
イ
ロ
」
と
検
索
し
、
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ー
コ
ー
ド

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
で
き
ま
す
。

　

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は

こ
ち
ら
か
ら

※�

ア
プ
リ
の
使
用
は
無
料
で
す
が
通
信
費
は
回
線
ご
と

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

※�

閲
覧
中
に
広
告
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
広
告
の
内
容

に
五
城
目
町
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。「
マ
チ

イ
ロ
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
株
式
会
社
ホ
ー
プ

ま
で
。

　

お
問
い
合
わ
せ

・
町
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
４
２
）

・�

株
式
会
社
ホ
ー
プ

（
☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４
）

学
校
づ
く
り
の
喜
び
を
町
民
み
ん
な
で
共
有
し
よ
う

教
育
環
境
研
究
所
　
長
澤
　
悟
　
所
長

未
来
の
五
城
目
小
を
語
り
合
う

ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク
を
開
催



「災害現場での対応力を高めるため、団員一同で
研さんを積む」と訓示を述べる一関団長

受章者を代表して、謝辞を述べる石川嘉博さん
（第５分団分団長）

誓いの言葉を述べる藤井副団長

私たちの生活を災害や火災から守っている団員の皆さん。気持ちを新たに消防団活動に取り組むことを誓いました。

威風堂々の分列行進で、沿道の町民に防火意識
の高揚と火災予防を呼びかけました

１
月
７
日
、広
域
五
城
目
体
育
案
で
「
平

成
30
年
町
消
防
出
初
め
式
」
を
行
い
、
町

消
防
団
員
や
消
防
関
係
者
が
、
災
害
の
な

い
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

午
前
８
時
45
分
、
出
初
め
式
に
先
立
ち
、

朝
市
駐
車
場
で
観
閲
式
を
行
い
ま
し
た
。

出
席
し
た
１
１
０
人
の
消
防
団
員
は
、
渡

邉
彦
兵
衛
町
長
、
一
関
鐐
一
団
長
か
ら
観

閲
を
受
け
、
服
装
、
姿
勢
、
礼
式
な
ど
の

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

観
閲
を
受
け
た
消
防
団
員
は
、
上
町
通

り
や
中
央
線
な
ど
、
出
初
め
式
会
場
の
広

域
五
城
目
体
育
館
ま
で
、
分
列
行
進
し
、

沿
道
の
町
民
に
防
火
意
識
の
高
揚
と
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
は
、
防
災
や
消
防
活
動
に

功
績
の
あ
っ
た
方
や
平
成
29
年
中
に
無
火

災
の
分
団
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
邉
町
長
が
式
辞
、

一
関
団
長
が
訓
示
、
藤
井
好
春
副
団
長
が

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
気
持
ち
を
新
た
に
、

防
災
へ
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。昨

年
、
町
で
は
、
３
回
の
避
難
勧
告
を

発
令
し
た
豪
雨
災
害
や
、
５
件
の
火
災
が

発
生
し
、
住
宅
火
災
で
は
、
３
人
の
方
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
、
非
常
時
に
備
え
て

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
火
災
は
財

産
を
灰
に
し
、
生
命
を
も
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
分
で
使
っ
た
火
は
消
す
ま
で
責

任
を
持
っ
て
、
防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（敬称略）

◎秋田県知事表彰
◆有　功　章
　村上　　豊（第３分団副分団長）

　石川　嘉博（第５分団分団長）

◆40年勤続章
　小玉多智美（団本部分団長）

◆35年勤続章　
　猿田　豊和（第２分団分団長）

◆30年勤続章
　畠山　喜道（第４分団部長）

　宮崎　博之（第５分団副分団長）

　草皆　栄一（第５分団部長）

　石井五兵衛（第６分団分団長）

　佐々木輝義（第７分団団員）

◆25年勤続章
　武田　　治（第２分団副分団長）

　内藤　信好（第５分団団員）

　千葉　貞光（第８分団部長）

　伊藤　　泉（第８分団団員）

　小玉　裕隆（第９分団分団長）

◆20年勤続章
　小玉　敏昭（第９分団班長）

　関藤　弘一（第９分団団員）

　佐々木貴仁（消防司令）

　

◎秋田県消防協会長表彰
◆勤続章／10年勤続
　石川　　崇（第６分団団員）

　佐藤　　健（第９分団団員）

　萩野　重義（第９分団団員）

　畠山　広義（第９分団団員）

　佐藤　　浩（消防司令補）

　猿田　陽一（消防士長）

◎男鹿潟上南秋支部長表彰
◆優良消防団員
　近藤　和久（第２分団団員）

　藤井　純一（第４分団団員）

　一関　利幸（第５分団団員）

　河戸　貴善（第６分団団員）

　石井　太輔（第８分団団員）

　原田　一仁（第８分団団員）

　加賀屋　淳（第10分団団員）

　畑澤　忠則（第11分団団員）

　嶋﨑　靖晃（第12分団団員）

　加藤　文哉（第13分団団員）

◆７年勤続
　工藤　辰也（第１分団団員）

　佐藤　　仁（第１分団団員）

　加藤　　悠（第２分団団員）

　猿田　　健（第２分団団員）

　佐藤　　寿（第６分団団員）

　石川　稔彦（第７分団班長）

　工藤　　茂（第10分団団員）

　猿田　忠則（第10分団団員）

　佐藤　貴昭（第11分団班長）

　　

◎町長感謝状
◆永年勤続退職者
　舘岡　利昭（前第３分団分団長）

　宮城　英喜（前第５分団団員）

　椎名　義男（前第８分団副分団長）

　原田　政則（前第８分団部長）

◆５年勤続章
　宮川　繁隆（第３分団班長）

　石井　　剛（第８分団団員）

◆優良分団
　第１分団、第４分団、第５分団

　第６分団、第７分団、第９分団

　第10分団、第11分団

　第12分団、第13分団　 ２人の女性団員も式に出席。伊藤登紀子さん（黒
土２区）㊧、伊藤茜さん（今町）㊨

県知事表彰（有功章）を受章された村上豊さん
(第3分団分団長）㊧、石川嘉博さん（第５分団分
団長）㊨
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・�

銀
河
鉄
道
の
父（
門
井
慶
喜
著

／
直
木
賞
受
賞
作
）

・�

生
死
　
生
前
四
十
九
日

（
長
谷
川
ひ
ろ
子・秀
夫
著
）

・�

バ
ッ
タ
を
倒
し
に
ア
フ
リ
カ

へ（
前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎
著
）

・�

く
ち
な
し（
彩
瀬
ま
る
著
）

・�

彼
方
の
友
へ（
伊
吹
有
喜
著
）

・�

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

（
吉
野
源
三
郎
著
）

・�

ノ
ン
タ
ン
　
お
し
っ
こ
し
ー

し
ー（
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
著
）

・�

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ど
ん
ぐ

り
え
ん（
な
か
や
み
わ
著
）

※�

新
刊
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
覧
に
な

り
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
・
図
書

室
は
午
後
７
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　�

中
央
公
民
館

（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）
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It’s February, and that means it’s time for the 
various winter festivals around Akita.  But what 
really defines those festivals is the snow that 
accompanies them.  Winter in Japan is probably 
one of my most favorite things, because I love 
being able to live where there is snow!

The place where I was born rarely got snow.  
After moving to Chicago, I got to see snow 
more often, but it’s usually too cold to snow 
so much.

In Gojome, I like to look out my windows and 
watch the snow fall.  Sometimes I enjoy taking 
walks in freshly fallen snow.

Sure, there are some downsides, like getting 
the car stuck, having to take more to commute, 
and shoveling – but overall, it’s a calm and 
relaxing experience that fills me with joy every 
year.

２月は、秋田のあちこちで冬まつりが行われます。
冬まつりを彩っているのは、何と言っても雪ですよね。
雪が降るところに住めるので、日本の冬は大好きで
す！

私が生まれたところは、雪はあまり降りませんでし
た。シカゴに引っ越してからは毎年雪を見ましたが、
あまりにも寒くて、雪遊びはできませんでした。

五城目では、窓から外を眺め、雪が降るのを見るの
が好きです。ときどき、新雪の上を散歩するのが楽し
いです。

確かに、車が雪には
まって通勤時間が長く
なったり、雪かきの必
要があったりもします
が、冬はリラックスで
き、穏やかな気持ちに
なれるので、毎年楽し
みでいっぱいです。

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
雪 のお話しです。

五城目の雪景色は
とても美しいです
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福祉作文コンクール
❖中学校の部　▶最優秀賞　小玉　伶和（五城目一中３年）

❖小学校の部　▶最優秀賞　島﨑ひなた（五城目小６年）

ショートテニスジュニアサーキット
チャレンジアキタ2017第2戦
❖U－10　　　▶第３位　一関　結心（五城目小４年）

美しい故郷を未来へ
平成29年度「エコ標語コンクール」
❖５年生、６年生　エコ一般の部
　　　　　　　▶最優秀賞　菅生　翔真（五城目小５年）

第30回ヤマダカップ
東日本選抜バスケットボール優勝大会
▶男子優勝　�五城目第一中学校男子バスケットボール部
▶女子優勝　�五城目第一中学校女子バスケットボール部
▶最優秀選手賞　阿部　日彩（五城目第一中学校２年）

　　　　　　　　田口　　凜（五城目第一中学校２年）

県新春書初め席書大会
▶県知事賞　阿部紗理奈（五城目小１年）

▶特選　　　舘岡　莉子（五城目小４年）

▶特選　　　伊藤　啓太（五城目小６年）

第60回潟上市・南秋田郡書きぞめ展　
❖２年生半紙の部
　▶金賞　齊藤　慶紀（五城目小２年）

　　　　　小玉　胡桃（五城目小２年）

❖４年生半紙の部
　▶金賞　阿部理早子（五城目小４年）

　　　　　石井　心音（五城目小４年）

第58回秋田県児童生徒美術展
❖平面の部　▶話題作　武田　桃香（五城目一中３年）

　　　　　　▶話題作　石井　　天（五城目小６年）

第36回国際理解・国際協力のための英語弁論大会
秋田県代表選考会
▶最優秀賞　※東北大会出場
　　　　　　大塚　帆夏（秋田南高１年）

町花咲かせ隊は、独身男女の出会い
や結婚の支援として、男女の引き合わ
せや親御さんとの相談、身上書の交換
など、仲人的なお世話をしています。

どうぞお気軽にご相談ください。

五城目町花咲かせ隊のメンバー（敬称略）
　❶　小玉　輝雄（町　　村）	 ❷　嶋崎　文雄（大　　川）

　❸　松橋　勇子（浅 見 内）	 ❹　高濱　里美（ななくら）

　❺　椎名　志保（田　　町）	 ❻　島崎　英紀（下 樋 口）

　❼　猿田美枝子（樋　　口）	 ❽　佐々木聖子（岡本１区）

　❾　畠山　利信（千　　日）

※�個人の情報は厳守します。担当は、町まちづくり課です。

五城目町では「花咲かせランチ会」を開催します。
ランチ会では、洋食のコース料理を食べながら、会

話を楽しみます。
ぜひご参加ください。
▶日　　時　２月18日㈰　10：00～15：00
▶会　　場　�千秋亭（秋田市）、町役場正面玄関集

合・解散
▶内　　容　�コースの洋食を味わい、会話を楽しみま

す。また、最近の結婚式等の講話を聞き
ます

▶会　　費　2,000円／定員10人
▶参加申込　�町花咲かせ隊または町まちづくり課（☎

852・5342／電子メール　kashiwa
＠town.gojome.lg.jp　担当　柏）へ２月
13日㈫まで、ご連絡ください

お問い合わせ　「五城目町花咲かせ隊」窓口　まちづくり課（☎852・5342）
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わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。
1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

農家レストラン清流の森では、ホール、調理補助のス
タッフを募集しています。

▼募集内容　ホール、調理補助……３人

▼勤務期間　４月１日㈰〜11月30日㈮

▼勤務時間　午前９時〜午後４時（１日７時間）
　　　　　　※木曜日は定休日です。

▼基本賃金　750円（時給）

▼採用条件　�平成30年４月１日時点で、満65歳未満の方

▼申込締切　３月20日㈫

▼面　　接　別途通知します。
※雇用保険加入、シフト・勤務時間は相談に応じます。
※詳細についてはお問い合わせください。

お問い合わせ　農家レストラン清流の森（担当金澤　☎090・3122・0549）

旬のタラがたっぷり入った「タラ
鍋」や、昔懐かしい具だくさんの「きゃ
のこ汁」、こだわりの天ぷら入りの「桶
そば」、五城目名物「だまこ鍋」など
の鍋料理が朝市通りに出店します。
そのほか、餅つきの体験と無料提
供、ミニ雪まつり、福禄寿酒造の酒
蔵開放などのイベントや、「箱そり」
の無料貸出を行います。

当日は、「ごじょうめ朝市plus＋」
も開催します。
皆さまのご来場をお待ちしていま

す。

２月17日㈯
午前９時〜正午
朝市通り※�マップの数字

がある場所で
行われます。

町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の
あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（12月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会　費 5件

消防幹部意見交換会、あきぎん会総会、町防犯協
会・町防犯指導隊合同忘年会、町グラウンドゴル
フ協会総会懇親会、八郎湖清掃事務組合議会定例
会懇親会

27,000円

その他 6件

町グランドゴルフ協会総会、町防犯協会・町防犯
指導隊合同忘年会、富津内地区町内会長会懇談
会、酒米研究会総会、平成29年度農業委員会忘年
会、食生活改善推進協議会研修会

37,540円

合 計 11件 64,540円

平成29年４月〜12月の合計 675,638円

　

6／�県山村過疎地域振興協議会理
事会・総会（秋田市）、秋田県市町
村長防災危機管理ラボ（秋田市）

7／湖東厚生病院運営委員会

8／�３月補正予算町長・副町長査
定（役場・９日まで）

10／�大川地区座談会（大川地区公民館）

17／�JAFとの「観光振興に関する
協定締結」調印式（朝市ふれあい
館）

19／�五城目高等学校教育振興会・
評議員会（五城目高校）

23／�国民健康保険団体連合会総会
（秋田市）

▲

あったか鍋＆食べ物コーナー　　　　【売り切れ次第終了】

　❶�　こだわりの天ぷら入り「桶そば」
　　　　　　　　　　･･････････････ 午前９時30分〜

　❷�　懐かしい味「きゃのこ汁」････ 午前９時30分〜

　❸�　旬のタラがたっぷり「タラ鍋」･･････午前10時〜

　❹�　　五城目名物「だまこ鍋」･･････････午前10時〜

　❺�　�「餅つきの実演」と無料提供･･････午前11時〜

※�当日の積雪状況などにより、出店位置が変更になる
場合があります。

▲

同時開催イベント

　◉� 朝市plus＋･･･････････････････････ 午前９時〜
　❻� 箱そり無料貸出･････････････････ 午前９時〜

　❼� 酒　蔵　開　放･････････････････ 午前９時〜

　❽ ミニ雪まつり�･････････････････午前10時〜

　❾� 五城目町・JAF観光協定締結式
　　　　　　　　　　･･･････････････････午前11時〜

あったか鍋まつり会場
で、五城目地区公民館ミニ
雪まつりを開催します。
今年も雪上ボーリング大

会を開催します。

▼期　日　２月17日㈯

▼会　場　朝市イベント広場
▼対　象　小学生以下の部　20人

　　　　　大人の部　　　　10人

▼日　程　 9：30～10：00　受付（朝市イベント広場）
　　　　　10：00〜11：15　雪上ボーリング大会
　　　　　11：30～　　　　　表彰式
※参加は無料。事前にお申し込みください。

お問い合わせ
町商工振興課（☎852・5222）

お申し込み・お問い合わせ
五城目地区公民館（☎852・4411）



森永料理教室
参加者を募集します！

　簡単にできる家庭料理を一緒に作っ
てみませんか。お子様と一緒の参加も
可能です。
▶日　時　３月16日㈮
　　　　　午前10時〜午後１時ころ
▶会　場　馬川地区公民館
▶参加費　�300円（当日に徴収、子ど

もは無料）
▶持ち物　エプロン、三角巾
▶定　員　先着25人

米消費拡大地域活動推進委員会
会員を募集しています

　町米消費拡大地域活動推進委員会
では、町内に在住の方を対象に、会
員を募集しています。
　主な活動内容は、町の主要農産物
である米の消費拡大を目的に、米を
使用した料理等の宣伝普及や技術向
上の研修会の実施、各種イベント時
に町の郷土料理「だまこ鍋」を通し
て、次世代へ「郷土の味」を伝承す
ることなどです。
　興味のある方は、上記問い合わせ
先までご連絡ください。

防衛省採用試験を実施

　防衛省では、30年度採用試験を次の
とおり行います。
●自衛官部候補生（一般・歯科、薬剤科）
▶受　付　３月１日㈭〜５月１日㈫
▶試　験　５月12日㈯、５月13日㈰
※�受験資格や試験科目の詳細について
は、お問い合わせください。
●予備自衛官補（一般・技能）
▶受験資格
　・一　般　18歳以上34歳未満の方
　・技　能　�18歳以上で国家資格を有

する方
▶受　付　４月６日㈮まで
▶試　験　�４月14日㈯〜18日㈬まで

の指定する１日
●一般曹候補生
▶受験資格　18歳以上27歳未満の方
▶受　付　３月１日㈭〜５月１日㈫
▶試　験　�５月26日㈯

放送大学４月生を募集

　放送大学では、平成30年度第１学
期（４月入学）の学生を募集していま
す。テレビ等の放送やインターネッ
トを利用して授業を行う通信制の大学
です。心理学・福祉・経済・歴史・文
学・情報・自然科学など、幅広い分野
を学べます。▲

出願期間
　・第１回　２月28日㈬
　・第２回　３月20日㈫
※�資料を無料で差し上げています。上
記問い合わせ先までご請求くださ
い。なお、放送大学ホームページで
も受け付けております。

社会福祉協議会へ
寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・12月14日　2万円　□□□□さん
　富　田　（亡き父　□□□さん）
・12月25日　5万円　□□□□さん
　東磯ノ目（亡き父　□□さん）
・12月25日　3万円　□□□□さん
　小池町　（亡き夫　□さん）
・１月９日　3万円　□□□□さん
　野　田　（亡き子　□さん）
▶寄付金
・12月25日　320円　澤田石三男さん
　小川口（５円玉寄附）
・�１月９日　703円　伊藤玲子さん
　雀　舘（１円玉寄附）

公営住宅の入居者を募集

▲

申し込み資格
・月額所得15万８千円以下の方
・�同居家族がいて住宅に困きゅうされ
ている方
・�申込者および同居親族が暴力団員で
ないこと
●神明前住宅６号
・住　所　�五城目町字神明前95−31
・構　造　�木造平屋建（３DK）、築41年

（風呂釜・浴槽設備なし）
・家賃月額　6,400円～9,600円
●矢場崎住宅18号
・住　所　�五城目町川崎字宮花10−60
・構　造　�木造平屋建（3LDK）、築29年

（風呂釜・浴槽設備なし）
・家賃月額　10,600円～15,900円▲

必要書類
　�❶申込書
　❷�入居しようとする方全員の住民票
謄本

　❸�所得がある方の最新の所得課税証
明書全員分、納税証明書▲

保証人の書類
　❶連帯保証人の承諾書
　❷所得課税証明書
※�入居予定日は３月９日㈮以降になり
ます。家賃は所得によって異りま
す。敷金は家賃の３か月分です。
※�募集期間は２月15日㈭まで。申込書
は町ホームページと役場２階の建設
課に準備しています。内部見学を希
望される方はご連絡ください。

人権困りごと相談

▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　２月15日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

環境と文化のむらイベント
体験教室を開催

▶開催日とイベント
　・２月18日㈰
　　「�カンジキで冬の森を歩こう」
　　�冬の森に暮らす動物たちの足跡を
追ってみよう！

▶時　間　午前10時〜正午
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※�参加は無料です。お申し込みは上記
問い合わせ先まで。

湖東３町ブランド会議
メンバーを募集！

　湖東３町商工会では「湖東３町ブ
ランド会議」を立ち上げるため、地
域愛と情熱にあふれるメンバーを募
集しています。
　会議は、経済活性化に向け、農林
水産事業者、商工業者等が主体的に
協力し合ったブランドづくりを支援
します。それにより、県内外への販
路拡大や交流人口の増加による経済
活動循環の促進、社会基盤としての
役割を担ている事業者の持続的発展
につなげることを目的としていま
す。
　湖東３町の垣根を越えた地域ブラ
ンドの確立による地域活性化をとも
に目指しましょう。
▶募集対象　�農林水産業関係、商工

業者（業種不問）の
方々など

※詳しくは上記問い合わせ先まで。

金融に関する出前講座を
受講してみませんか

　東北財務局秋田事務所では、地域の
コミュニティ活動等の会合にお伺い
し、特殊詐欺の被害防止を目的とした
「金融犯罪被害防止のための出前講
座」および家計管理や消費生活に関す
る「金融経済教育の出前講座」を実施
しています。
▶講座メニュー
　・�振り込め詐欺や未公開株勧誘等の
「特殊詐欺」の手口と対策

　・�家計管理や消費生活のワンポイント
　・�多重債務にならないために
▶相談受付時間
　平日の午前８時30分〜正午
　　　　午後１時〜午後４時30分

求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

●６か月コース
▶訓練期間　４月３日㈫〜９月28日㈮
▶訓練時間　午前９時20分〜

午後３時40分
▶会　　場　ポリテクセンター秋田

（潟上市）
▶定　　員　・機械加工技術科（15人）
　　　　　　・電気設備技術科（15人）
　　　　　　・ビル管理技術科（15人）
▶募集期間　２月28日㈬まで
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自

己負担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込

をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※�講習内容などの詳細は、上記問い合
わせ先または同センターＨＰまで。

申し込み・問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
町農林振興課（☎852・5215）

資料請求・問い合わせ先
放送大学秋田学習センター（☎831・1997） 問い合わせ先

町農林振興課（☎852・5215）
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問い合わせ先
東北財務局秋田財務事務所（☎862・4196）

問い合わせ先
町建設課（☎852・5252）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

申し込み・問い合わせ先
馬川地区公民館（☎855・1175）

問い合わせ先
湖東３町商工会（☎852・3460）

問い合わせ先
ポリテクセンター秋田（☎873・3178）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

冬道はスピードを控えめに 車間距離は十分に

町交通安全協会では、路面凍結に
よるスリップ注意を呼び掛ける
看板を町内９か所に設置しました。

交通事故相談窓口をご存知ですか？
相談は無料です‼
　交通事故は誰にとっても突然で、どう
したらよいのか戸惑います。
　県生活センターでは、被害者や加害者
が抱えるさまざまな問題に、専門相談員
や顧問弁護士が中立公平な立場で、解決
に向けてアドバイスをしています。どな
たでもお気軽にご相談ください。
※�交通事故に関する相談・お問い合わせ
は県生活センター（アトリオン７階）
　（☎836・7804または7805）

平成29年飲酒運転等追放競争結果７位 （全県25市町村） ※平成28年は４位
（平成29年１月～１２月末までに２人が酒気帯び運転で検挙されました）



※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

平成29年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　舘岡　寧々さん）

みんなでつなごう　リサイクルの輪　自然は地球の宝物
◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼ 
３
月
21
日
㈬
春
分
の
日
は
、可
燃
ご
み
の
収

集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
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５
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０
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藤
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８
５
２
・
２
９
６
０
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収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2018年 ３月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

7日・21日（水）　（全町）

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日・30日

13日・17日・10日
14日・17日・24日
28日・31日

10日（土）

24日（土）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

8日（木）

9日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

22日（木）

23日（金）
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○振替休日○ 建国記念の日

今月の町税

国民健康保険税８期の納期
限は２月28日㈬です。納期内
納付にご協力をお願いします。

お問い合わせ
町税務課（☎852・5144）

○ 食育の日　
○ 上高崎介護予防
教室（上高崎集
会センター・

9：30～）
○ PTA授業参観
（五城目一中・

13：35～）

○ 同窓会入会式
（五城目一中・

13：35～）

○ 介護予防いきい
き男塾（馬場目
地区公民館・

13：30～）
○ 青・壮年スポー
ツ教室（広域五
城目体育館・

19：00～）

○ 新入学児童保護
者説明会（五城
目小・15：00～）
○ 高齢者体力づく
り教室（広域五
城目体育館・

9：15～）

○ 朝市健康相談（朝
市ふれあい館・

10：00～）
○ 介護予防いきいき
男塾（馬場目地区
公民館・13：30～）
○ 人権困りごと何で
も相談室（朝市ふ
れあい館・

15：00～）
○ PTA授業参観（五
城目小・13：55～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 介護予防いきい
き男塾（馬場目
地区公民館・

13：30～）
○ 町キイチゴ研究
会報告会・総会
（五城館・

14：00～）

○ 介護予防いきい
き男塾（馬場目
地区公民館・

13：30～）

○ 消防消舎巡回点
検（町内・

9：00～）
○ ゲートキーパー
養成講座（五城
館・13：30～）

○ スクールトーク
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ わらしべ塾カン
ジキ作り教室
（環境と文化の
むら・10：00～）

○ 高松宮杯東北高
等学校選抜レス
リング大会（広
域五城目体育
館・9：00～・４日
まで）

○ 青・壮年スポー
ツ教室（広域五
城目体育館・

19：00～）

○ 脳はつらつ教室
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 青・壮年スポー
ツ教室（広域五
城目体育館・

19：00～）

○ えがおカフェ（大
川地区公民館・

13：30～）
○ 介護予防膝らく
教室（朝市ふれ
あい館・

13：30～）
○ 青・壮年スポー
ツ教室（広域五
城目体育館・

19：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ わらしべフェス
（馬川地区公民
館・9：30～）

○ わらしべ塾タブ
レット教室（町民
センター・

10：00～）
○ おためしフィット
ネストレーニング
教室（広域五城目
体育館トレーニン
グ室・10：00～）
○ 大川地区座談会
（農村環境改善セ
ンター・18：00～）

○ わらしべ塾タブレッ
ト教室（町民セン
ター・10：00～）
　 サッカー教室（馬川
地区公民館・

10：00～）
○ おためしフィットネ
ストレーニング教室
（広域五城目体育館
トレーニング室・

10：00～）
○ 結婚支援センター
出張開設（町民セン
ター・11：00～）

○ 冬の朝市「あった
か鍋まつり」（朝市
通り・9：00～）
○ おためしフィットネ
ストレーニング教室
（広域五城目体育
館トレーニング室・

10：00～）
○ わらしべ塾タブ
レット教室（町民セ
ンター・10：00～）
　 卓球教室（広域五
城目体育館・

18：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ 上山内介護予防
教室（上山内公
民館・10：00～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ 町農業班長会議
（役場・

10：00～）
○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

❶  

作
業
は
家
族
、
と
な
り
近
所
に
も

声
か
け
て
２
人
以
上
で

❷ 

低
い
屋
根
で
も
油
断
は
禁
物

❸  

建
物
の
ま
わ
り
に
雪
を
残
し
て　

雪
下
ろ
し

❹  

作
業
開
始
直
後
と
疲
れ
た
こ
ろ
は

特
に
慎
重
に

❺  

晴
れ
の
日
ほ
ど
要
注
意
、　
　
　

屋
根
の
雪
が
ゆ
る
ん
で
い
る

❻  

忘
れ
ず
に
！　
　
　
　
　
　
　
　

命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

❼ 

は
し
ご
の
固
定
を
忘
れ
ず
に

❽  

除
雪
機
具
は　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ま
め
に
手
入
れ
・
点
検
を

❾  

エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
か
ら
！　
　

除
雪
機
の
雪
詰
ま
り
の
取
り
除
き
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

前月比 昨年比 12月中の
人　口 9,523人 （－ 5）（－251） 転入者数
（男） 4,452人 （－ 3）（－111） 10人
（女） 5,071人 （－ 2）（－140） 転出者数
世　帯 4,065世帯 （± 0）（－ 53） 5人

□　□　□□□さん	 94歳	 12月 1日	浅見内６区
□　□　□　□さん	 67歳	 12月 4日	 雀　　舘
□　□　□　□さん	 93歳	 12月10日	湯ノ又１区
□　□　　　□さん	 86歳	 12月11日	 小　池　町
□　□　□□□さん	 84歳	 12月11日	 大川１区
□　□　□□□さん	 83歳	 12月12日	 大川１区
□　□　□□□さん	 99歳	 12月17日	 野　　田
□　□　□　□さん	 85歳	 12月19日	 下　山　内
□　□　□□□さん	 84歳	 12月19日	 小　川　口
□□□　□□□さん	 92歳	 12月26日	湯ノ又１区
□　□　□　□さん	 76歳	 12月27日	 舘　　町
□　□　□　□さん	 86歳	 12月31日	 上　田　町

広
報
ご
じ
ょ
う
め
が
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
８
㌻

に
掲
載
し
て
い
ま
す
♣
ま
た
、

「
マ
イ
広
報
紙
」や「
ア
キ
タ
イ
ー

ブ
ッ
ク
ス
」か
ら
も
広
報
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。（
藤
田
倫
治
）

ニ
ッ
キ
さ
ん
が
本
紙
13
㌻
で

書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、今
月
、

県
内
で
は「
柴
灯
ま
つ
り
」や「
か

ま
く
ら
」、「
紙
風
船
あ
げ
」、「
ア

メ
ッ
コ
市
」な
ど
の
冬
ま
つ
り
が

目
白
押
し
で
す
♠
本
町
で
は
17

日
㈯
の「
朝
市
鍋
ま
つ
り
」。寒

く
て
も
雪
が
降
っ
て
も
、お
出
掛

け
し
て
、楽
し
い
冬
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
柏
　

和
順
）

□　□　□　□くん	 12月 5日	 □　□・□　□	 築　地　町

□　□　□　□くん	 12月 6日	 □　□　・　□	 畑　　町

□　□　□　□ちゃん	 12月22日	 □　□・□　□	 寺　　庭

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

「�生まれてきてくれてありがとう！
元気いっぱい、笑顔いっぱいに育ってネ♥」

パパ・ママから




